
萌えっ娘もんすたぁ　～カントー萌えもんリーグチャンピオンへの成長記～　Other Story 信彦の心を縛る過去

三月語

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
萌
え
っ
娘
も
ん
す
た
ぁ
　
～
カ
ン
ト
ー
萌
え
も
ん
リ
ー
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ

の
成
長
記
～
　
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
 

信
彦
の
心
を
縛
る
過
去

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
１
７
Ｏ

【
作
者
名
】

　
三
月
語

【
あ
ら
す
じ
】

　
今
、
カ
ン
ト
ー
地
方
を
旅
し
て
回
る
主
人
公
、
信
彦
。
彼
が
未
だ
悔
や
み
、

拭
い
去
る
こ
と
が
出
来
な
い
過
去
と
は
一
体
何
か
。

こ
の
話
は
、
そ
の
過
去
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
・
・
・
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萌
え
っ
娘
も
ん
す
た
ぁ
 

～
カ
ン
ト
ー
萌
え
も
ん
リ
ー
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の

成
長
記
～
 

の
番
外
編
で
す
。
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（
前
書
き
）

こ
の
話
は
、
あ
ら
す
じ
に
も
あ
る
通
り
『
萌
え
っ
娘
も
ん
す
た
ぁ
 

～
カ
ン
ト

ー
萌
え
も
ん
リ
ー
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の
成
長
記
～
』
の
番
外
編
で
す
。

そ
れ
と
、
こ
れ
は
今
ま
で
私
が
書
い
た
中
で
か
な
り
悲
し
い
も
の
に
な
っ
て
ま

す
。

ま
た
、
残
酷
な
描
写
も
あ
り
ま
す
の
で
、
苦
手
な
方
は
無
理
に
読
ま
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
・
・
・
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信
彦
の
心
を
縛
る
過
去
。
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そ
れ
は
、
５
年
前
の
こ
と
。
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ま
だ
信
彦
が
１
３
歳
、
ホ
ウ
エ
ン
地
方
を
旅
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

～
　
海
底
洞
窟
　
～
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「
リ
カ
！
『
リ
ー
フ
ブ
レ
ー
ド
』
！
！
」

「
了
解
！
」

「
く
ぅ
っ
・
・
・
」

信
彦
は
死
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

元
々
、
ジ
ュ
カ
イ
ン
の
リ
カ
、
キ
ル
リ
ア
の
リ
ル
カ
だ
け
と
い
う
少
な
い
手
持

ち
だ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
カ
イ
オ
ー
ガ
を
倒
す
直
前
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。

「
く
っ
、
貴
様
っ
・
・
・
、
貴
様
ぁ
っ
・
・
・
！
」
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そ
の
カ
イ
オ
ー
ガ
を
目
覚
め
さ
せ
た
の
は
Ｅ
Ｒ
（
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
 

Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ

ｎ
）
団
の
リ
ー
ダ
ー
、
海
命
。

「
貴
様
は
っ
・
・
・
、
私
の
邪
魔
を
ど
こ
ま
で
続
け
れ
ば
気
が
済
む
の
だ
・
・
・

っ
！
！
」

「
そ
れ
は
！
お
前
が
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た
行
動
を
や
め
る
ま
で
だ
！
」

お
互
い
に
怒
声
を
飛
ば
し
合
っ
て
い
た
。

「
こ
、
こ
の
私
が
・
・
・
、
懺
悔
を
・
・
・
、
し
な
け
れ
ば
・
・
・
、
な
ら
な

い
の
か
・
・
・
！
？
」

「
懺
悔
で
は
な
い
、
ま
た
海
底
で
眠
れ
ば
い
い
だ
け
だ
！
」

リ
カ
が
カ
イ
オ
ー
ガ
に
再
び
リ
ー
フ
ブ
レ
ー
ド
を
行
い
、
鳩
尾
に
当
た
る
。

「
が
っ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
っ
！
？
」

一
気
に
息
を
吐
き
出
し
て
し
ま
う
カ
イ
オ
ー
ガ
。

そ
の
ま
ま
倒
れ
、
再
び
眠
り
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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「
貴
様
ぁ
・
・
・
！
許
さ
ん
・
・
・
、
許
さ
ん
ぞ
ぉ
！
！
」

海
命
は
カ
イ
オ
ー
ガ
が
倒
さ
れ
た
こ
と
に
激
高
し
・
・
・

「
行
け
お
前
ら
！
あ
の
憎
き
ト
レ
ー
ナ
ー
の
息
の
根
を
止
め
ろ
！
」

『
仰
せ
の
ま
ま
に
！
！
』

海
命
が
繰
り
出
し
た
の
は
、
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
マ
タ
ド
ガ
ス
、
サ
メ
ハ
ダ
ー
、
ル

ン
パ
ッ
パ
。

「
リ
カ
！
リ
ル
カ
！
迎
え
撃
て
！
」

「
わ
か
っ
た
！
」

「
は
、
は
い
！
」

そ
し
て
、
２
Ｖ
Ｓ
４
で
の
激
戦
が
始
ま
っ
た
。

「
だ
あ
ぁ
っ
！
！
」
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「
そ
ん
な
も
の
、
遅
す
ぎ
る
！
」

「
そ
の
ま
ま
死
ぬ
が
い
い
！
」

「
そ
ん
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
！
主
の
た
め
に
も
！
」

「
だ
っ
た
ら
オ
レ
は
こ
の
弱
っ
ち
そ
う
な
の
を
潰
す
ぜ
！
」

「
よ
、
弱
っ
ち
そ
う
な
ん
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」

「
皆
の
援
護
を
私
が
す
る
！
」

リ
カ
が
ク
ロ
バ
ッ
ト
と
マ
タ
ド
ガ
ス
を
、
リ
ル
カ
が
サ
メ
ハ
ダ
ー
を
倒
す
こ
と

に
な
っ
た
。

「
は
っ
、
相
性
が
悪
か
っ
た
な
！
采
配
を
間
違
え
た
主
を
恨
み
な
！
」

「
わ
、
私
は
簡
単
に
や
ら
れ
ま
せ
ん
よ
！
？
」

虚
勢
を
は
る
も
の
の
、
や
は
り
怖
い
の
が
は
っ
き
り
す
る
リ
ル
カ
。

「
リ
ル
カ
！
無
理
に
攻
撃
を
し
な
く
て
も
い
い
！
私
が
こ
い
つ
ら
を
蹴
散
ら
す

ま
で
耐
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
！
」

「
は
、
は
い
！
」

「
私
達
二
人
に
敵
う
と
で
も
言
い
た
い
の
か
貴
様
は
！
」

「
敵
う
敵
わ
な
い
は
関
係
な
い
！
倒
す
か
倒
さ
れ
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
だ
！
」

「
そ
う
ね
・
・
・
。
だ
っ
た
ら
、
あ
ん
た
は
こ
こ
で
死
ぬ
だ
け
よ
！
」
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そ
し
て
リ
ル
カ
は
ひ
た
す
ら
サ
メ
ハ
ダ
ー
の
攻
撃
を
回
避
し
、
リ
カ
は
ク
ロ
バ

ッ
ト
と
マ
タ
ド
ガ
ス
と
激
突
し
た
。
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２
時
間
後
。

「
く
っ
・
・
・
、
こ
の
ま
ま
で
は
負
け
て
し
ま
う
・
・
・
っ
！
」

自
分
の
萌
え
も
ん
た
ち
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
焦
燥
を
隠
せ
な
く
な
っ
た
海

命
。

「
か
く
な
る
上
は
・
・
・
っ
！
！
」

懐
か
ら
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
・
・
・

「
死
ね
、
我
ら
に
逆
ら
い
し
愚
か
な
人
間
よ
！
！
」

信
彦
に
向
か
っ
て
突
進
し
た
。

が
、
そ
れ
を
見
逃
さ
な
い
者
が
い
た
。
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そ
れ
ま
で
の
こ
と
。

リ
カ
は
た
だ
一
人
、
戦
い
続
け
て
い
た
。

「
や
は
り
・
・
・
、
１
対
２
は
き
つ
い
な
・
・
・
」

「
相
性
が
悪
か
っ
た
な
！
」

「
さ
ぁ
、
そ
の
ま
ま
死
に
な
さ
い
！
」

「
そ
ん
な
わ
け
に
は
・
・
・
っ
！
？
」

一
瞬
嫌
な
気
配
を
感
じ
た
為
に
辺
り
を
見
回
し
た
時
、
海
命
の
懐
か
ら
光
る
も
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の
が
見
え
た
。

「
く
っ
、
主
が
危
な
い
！
」

「
あ
ん
た
の
主
の
許
に
は
行
か
せ
な
い
わ
よ
！
」

「
だ
っ
た
ら
、
退
か
す
ま
で
！
」

「
そ
う
簡
単
に
は
退
く
も
の
か
！
」

「
主
！
逃
げ
ろ
！
」

遠
く
に
い
る
主
、
信
彦
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
リ
カ
。



15

「
リ
カ
・
・
・
！
？
」

信
彦
が
理
科
の
叫
び
声
を
聞
い
た
時
・
・
・

〈
死
ね
！
我
ら
に
逆
ら
い
し
愚
か
な
人
間
よ
！
！
〉

海
命
が
ナ
イ
フ
を
手
に
突
っ
込
ん
で
く
る
の
が
見
え
た
。
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「
貴
様
ら
・
・
・
退
け
っ
！
！
」

「
そ
ん
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
！
」

「
私
は
・
・
・
、
主
を
護
る
剣
な
ん
だ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
」

『
ぐ
は
ぁ
っ
！
！
？
』

リ
カ
は
ク
ロ
バ
ッ
ト
と
マ
タ
ド
ガ
ス
に
回
し
蹴
り
を
放
ち
、
二
人
を
蹴
り
飛
ば

し
た
。

「
主
は
・
・
・
、
主
は
殺
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
！
」

そ
し
て
、
リ
カ
は
稲
妻
の
如
き
速
さ
で
信
彦
の
許
へ
走
り
だ
し
た
。

同
時
に
。

「
ク
ロ
バ
ッ
ト
！
？
マ
タ
ド
ガ
ス
！
？
」

「
今
が
チ
ャ
ン
ス
・
・
・
！
『
シ
グ
ナ
ル
ビ
ー
ム
』
！
！
」

「
う
ぐ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
」
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サ
メ
ハ
ダ
ー
に
『
シ
グ
ナ
ル
ビ
ー
ム
』
が
当
た
っ
た
。

「
こ
、
こ
こ
で
、
負
け
る
、
わ
け
に
は
・
・
・
っ
！
！
」

そ
し
て
、
サ
メ
ハ
ダ
ー
は
力
尽
き
て
倒
れ
た
。

「
ご
主
人
様
っ
！
！
」

そ
し
て
、
振
り
向
き
ざ
ま
に
信
彦
を
呼
ん
だ
。
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「
し
ま
っ
た
・
・
・
っ
！
」

信
彦
と
海
命
の
距
離
は
、
回
避
す
る
の
が
困
難
な
距
離
に
縮
ま
っ
て
い
た
。

「
死
ね
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！
！
」



19

そ
し
て
、
海
命
は
ナ
イ
フ
を
突
き
出
し
た
・
・
・
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（
信
彦
：
ご
め
ん
、
皆
・
・
・
、
俺
、
先
に
逝
く
か
ら
・
・
・
）



21

そ
し
て
信
彦
は
避
け
よ
う
と
も
せ
ず
、
目
を
閉
じ
・
・
・
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グ
サ
ァ
ッ
！
！



23
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突
き
出
さ
れ
た
ナ
イ
フ
が
刺
さ
れ
た
。

（
信
彦
：
・
・
・
痛
み
が
・
・
・
無
い
・
・
・
？
）

が
、
信
彦
に
は
痛
み
が
無
く
、
刺
さ
っ
て
い
な
い
。

「
あ
、
あ
る
、
じ
・
・
・
、
だ
、
だ
い
じ
ょ
・
・
・
う
・
・
・
ぶ
・
・
・
か
・
・

・
！
？
」

「
リ
カ
！
？
」

「
何
っ
！
？
」

刺
さ
れ
た
の
は
リ
カ
だ
っ
た
。
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ナ
イ
フ
は
右
肺
に
背
中
へ
と
突
き
抜
け
る
よ
う
に
、
深
々
と
刺
さ
っ
て
い
た
。

「
り
、
リ
カ
！
し
っ
か
り
し
て
！
！
」

「
主
を
・
・
・
、
殺
そ
う
な
ど
と
・
・
・
、
ふ
ざ
け
た
真
似
を
・
・
・
、
す
る

な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
！
」

「
が
っ
！
？
」

リ
カ
が
繰
り
出
し
た
決
死
の
一
撃
は
、
海
命
の
胸
を
正
確
に
貫
い
て
い
た
。

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
、
バ
カ
な
・
・
・
、
ま
さ
か
・
・
・
、
ま
さ
・
・
・
か
・

・
・
っ
！
！
」

「
ご
主
人
様
！
？
」

今
ま
で
ク
ロ
バ
ッ
ト
達
を
介
抱
し
て
い
た
ル
ン
パ
ッ
パ
が
海
命
を
見
て
悲
痛
な

声
を
上
げ
た
。

「
こ
れ
が
・
・
・
、
私
・
・
・
の
・
・
・
、
怒
り
だ
・
・
・
っ
！
」

リ
カ
が
拳
を
引
き
抜
い
た
時
、
海
命
は
既
に
絶
命
し
て
い
た
。

「
貴
様
ら
も
・
・
・
、
消
え
ろ
・
・
・
！
」

「
あ
、
は
、
は
、
は
い
ぃ
！
！
」
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ル
ン
パ
ッ
パ
は
、
ク
ロ
バ
ッ
ト
達
を
抱
え
、
逃
げ
だ
し
て
い
っ
た
。

「
・
・
・
ガ
フ
ッ
！
！
」

そ
し
て
、
リ
カ
は
血
を
吐
い
た
。

「
リ
カ
！
し
っ
か
り
し
て
！
死
ん
だ
ら
ダ
メ
だ
！
」

「
あ
、
主
・
・
・
、
私
は
も
う
・
・
・
、
ダ
メ
な
・
・
・
よ
う
だ
・
・
・
」

「
諦
め
ち
ゃ
ダ
メ
だ
！
」

「
そ
う
で
す
よ
！
死
ん
だ
ら
ダ
メ
で
す
！
」

リ
カ
を
寝
か
せ
、
か
つ
支
え
る
よ
う
に
、
抱
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
信
彦
と
リ

ル
カ
。

「
ふ
・
・
・
、
自
分
・
・
・
の
・
・
・
最
期
は
・
・
・
、
よ
く
・
・
・
、
わ
か

る
も
の
だ
・
・
・
」

「
死
ん
だ
ら
ダ
メ
だ
！
生
き
よ
う
と
し
て
！
死
ぬ
こ
と
を
考
え
な
い
で
！
！
」

「
い
、
今
、
回
復
を
・
・
・
」

「
り
、
り
る
・
・
・
か
・
・
・
、
く
、
薬
は
・
・
・
、
も
う
・
・
・
、
遅
い
・
・

・
」

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
」

愕
然
と
す
る
リ
ル
カ
。
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「
あ
、
主
、
さ
、
最
期
に
、
た
の
・
・
・
み
・
・
・
ご
と
が
・
・
・
」

「
リ
カ
、
頼
み
ご
と
な
ら
何
で
も
聞
く
か
ら
、
死
な
な
い
で
・
・
・
」

「
あ
、
主
・
・
・
に
は
・
・
・
、
り
、
リ
ル
カ
と
・
・
・
、
幸
せ
に
・
・
・
、

な
っ
て
・
・
・
、
欲
し
い
・
・
・
ん
だ
・
・
・
」

「
っ
！
！
」

ま
さ
か
リ
カ
の
頼
み
が
、
自
分
と
信
彦
の
幸
せ
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
た
め
に

驚
き
を
隠
せ
な
い
リ
ル
カ
。

同
時
に
目
か
ら
は
涙
が
流
れ
る
。

「
う
ん
・
・
・
、
う
ん
・
・
・
！
だ
か
ら
・
・
・
、
死
ん
じ
ゃ
・
・
・
ダ
メ
だ

よ
・
・
・
」

「
よ
、
よ
か
・
・
・
っ
た
・
・
・
。
そ
、
そ
れ
と
・
・
・
最
後
に
・
・
・
」

「
な
、
何
・
・
・
？
」

そ
の
最
後
の
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
信
彦
と
リ
ル
カ
。

「
り
、
リ
ル
カ
・
・
・
、
な
、
仲
良
く
し
て
・
・
・
く
れ
て
・
・
・
、
あ
り
が
・

・
・
と
う
・
・
・
。
そ
し
て
・
・
・
、
あ
る
・
・
・
じ
・
・
・
」

「
な
・
・
・
何
？
」

「
い
、
今
ま
で
・
・
・
、
育
て
・
・
・
て
・
・
・
く
れ
・
・
・
て
・
・
・
、
あ
・

・
・
、
あ
り
が
・
・
・
と
・
・
・
う
・
・
・
」

「
リ
カ
！
？
リ
カ
！
？
」
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感
謝
の
言
葉
を
言
い
き
っ
て
、
そ
の
ま
ま
腕
が
垂
れ
た
。

「
リ
カ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

「
う
っ
・
・
・
く
ぅ
っ
・
・
・
」

信
彦
は
声
を
上
げ
、
リ
ル
カ
は
顔
を
隠
す
よ
う
に
手
で
顔
を
覆
い
、
泣
い
た
。

「
嘘
だ
！
目
を
覚
ま
し
て
よ
！
ふ
ざ
け
て
る
ん
で
し
ょ
！
？
ま
た
軽
口
を
言
っ

て
よ
！
」

「
ご
、
ご
主
人
様
・
・
・
、
ひ
っ
く
、
リ
カ
は
・
・
・
、
リ
カ
は
・
・
・
」

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
」
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海
底
洞
窟
に
て
、
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ミ
シ
ロ
タ
ウ
ン
か
ら
の
仲
間
だ
っ
た
リ
カ
が
、
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海
命
と
相
打
つ
形
で
、
死
ん
だ
。
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そ
の
後
、
信
彦
は
リ
カ
と
初
め
て
出
会
っ
た
ミ
シ
ロ
タ
ウ
ン
ま
で
彼
女
の
亡
骸

を
連
れ
戻
り
、
ミ
シ
ロ
タ
ウ
ン
に
あ
る
丘
に
そ
っ
と
埋
め
た
。

「
リ
カ
・
・
・
、
ダ
メ
な
主
で
ご
め
ん
ね
・
・
・
」
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こ
の
言
葉
が
、
信
彦
が
リ
カ
に
い
っ
た
最
初
で
最
後
の
懺
悔
の
言
葉
で
あ
っ
た
・

・
・



34

Ｏ
ｔ
ｈ
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ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
～
Ｆ
ｉ
ｎ
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｄ
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説
ネ
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ト
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に
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